
チヨウセンハマグリの人エフ化飼育試験一Ⅱ

稚貝飼育

佐竹武元，後藤悦郎＊

チロウセンハマクリの人工フ化，浮遊幼生飼育については真岡1)，田中の，菅野ら3)，前報4)が

報告しているように比較的容易であると考えられる。しかし，底生移行後の荊唄飼育，特に殻長１

１，脚以上の稚貝生産については中｣''5)，田中6)，菅野ら2)，児玉7)8)か報告しているように多くの問

題点が残されているようである。これは外洋砂浜域と云う特性からくる外囲環境の条件変化の著し

い所を橇息場としていることに因るものであると考えられろ。今回，種苗生産を図ることを目的と

して底生稚貝の飼育を試みたのでその概要を報告する。

材料と方法

1．稚貝

前報4)の実験で得られた殻長１７５～２１０/』（平均殻長１９４匹）の底生稚j乳を用いた。

2．餌料

飼料生物はProvasolis-ES液おJ白びＳＷ－ｎ液を混合した培養液で単一培養したＭｏｎｏ－

ｃｒｙｓｉｓｌｕｔｈｅｒｉを用いた。

:、詞育

飼育容器は９０‘容角型塩ビ水槽（底面積３，１５０cji）を用い，飼育水はハイプレッシャー瀧

過機で灘過した海水を使用した。飼育方法と底質はＡ区）１００Ｖのレイジーポンプ（吐出ｉｉｔ２５

〃、)により飼育水を強く循環し,筋により粒径１２５～２５０’9)とした砂を加熱域菌しlmvml

の厚さとした砂底Ｂ区）粒径１２５～２５０βとした砂を加熱域菌し１噸の厚さとした送気のみ

の砂底Ｃ区）送気のみ塩ビ底Ｄ区）送気のみのイケス式したミュラーガーゼ（｣１，５）底とし，

送気は水槽の中央で水が盛り上る程度にや聖強<行なった。期間中の水温は第１図に示したとおり
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第１図飼育水の水温範囲および平均水温の旬別変化

であｂ，比重（６１５）は１．０２４～1.025であった。稚貝収容数は各水槽とも２×１０４個であり，

投fl髄は2×104紬1,1INJを毎日培養液と共に直接飼育水に加えた。換水は8日に１回%~兇量お
こたった。期間中の明るさは１００～３００Ｌｕｘであった。

4．測 定

稚貝数は９鮒の枠を用いて水槽の５カ所からホールピペットで採取し算え，般長は２０～８０個

を２０～５０倍の鏡下で測定した.

結 果

1．飼育水温

飼育を開始した９月上旬は平均水温が２３．８℃であったが以後は旬ごとに０．９～２．４℃低くたり

２月下旬には１１．４℃と鍛低とたった。３月上旬からは旬ごとに０．４～１．２℃上昇し７月下旬には

２７．３℃となった。
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2．飼育状沢

且区

強い水の動きにより砂底に高さ０．５～LOC〃程度の凹凸を生じ水槽底面積の脇程度は砂の片寄り

により砂がたく，水の動きのゆるやかな部分（底面積の舐程度）にのみ材舩物や残餌が集注った゜

貝は砂のない所や排泄物,残餌の集まっている部分には認められず砂部にのみ分布し特に凹部に密

集して潜砂し排泄物や残ipFが貝に童つわ，つくことはなかった。飼育開始後２０日目頃から原生動

物が発生したが他の区に較べて少なかった。

Ｂ区

砂はＡ区のような凹凸を生じることはなかった。排１世冒物や残liNFは送気口近くにやh多い程度で全
一P､３

面に分布した。貝は密集することなく底に同程度に分布して潜砂し，排ii1t物や残解が貝にまつわり

つくことは少なかった。原生動物は１０日目頃から多く発生した。

●ご■少

Ｃ区

貝は排泄物や残解と共に送気口附近に集まり固まりをつくった。さた盛んに足を動かじ移動する

ものが多く不安定な状態であった｡､原生動物は１０日目頃から多く発生した。

Ｄ区

網底の周囲に枠を付け底部にたるみので左いよう留意したが貝は排泄物や残解と共に中央に固注

bをたして集まり著しく汚れていた。喪た底は送気により常に振動していた。原生動物は１０日目

頃から多く発生した。

3．成長

結果は第２図に示すとおりであった。

飼育開始後１２８日目までの平均日間成長麺はＡ，ＢおよびＣ区ではそれぞれ２０８，ａｌｒ，

２．０ＷLであり送気のみでの飼育の場合が強い水の動きでの飼育に較べよく成長した。しかし，

１２８～１８９日目までの６１日間ではＡ，ＢおよびＣ区ではそれぞれ３．０１，０．２２，０．２１解

となり後者の場合が最も良く成長した。１８９日以上飼育できたのはＡ区のみであったが８０６日

目までの１１７日間での平均日間成長量は０．５９/Lであった。またＡ，ＢおよびＣ区とも経日と共

に殻長範囲が大きくたり個体間の成長に差が認められた。Ｄ区は６９日間飼育できたにすぎず平均

殻長で１６．０浬成長したのみ)であった｡長期間飼育できたＡ区で初めて殻長が１冴厨以上の稚貝が確

認できたのは飼育開始後１８９日目であった。
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第２図異なった底質および飼育方法にエる底生稚貝の殻長範囲と平均殻長および生残率
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４．生残率

結果は第２図に示すとおりであった。

Ａ，Ｂ，ＣおよびＤ区の飼育開始後４１日目の生残率はそれぞれ３９．０，５．０，６．２および０．８

筋であり４１日目注での減耗が籍し〈以後の減耗の勾配はゆるやかとなっている。Ｂ，ＣおよびＤ

区では１８９および６９日目には生貝は全く認められなくたりＡ区でも８０６日目には１．４妬と極

めて低い生残率であった。

考察

飼育初期の成長は各区とも同一解科および投餌F量で飼育したにも拘らず送気のみによる飼育の場

合が強い水の動きによる飼育の場合に較べ平均日間成長通:が0.7～１．１座よく成長に差を生じたこ

とは底生初期の稚貝は摂餌能力が低いのではないかと推測され，飼育方法の違いからくる摂餌の難

易さによるものと考えられる。一方平均殻長４５４β（範囲４３０～４９０匹）程度以上になる

と後者での飼育の場合がよく成長し(平均日間成長量の差２．７９～２８０〃），この時期から十

分な摂餌能力が現われるものと思われる。また今回の飼育結果では最も良く成長した場合でも４１

日間で２９０〃であり田中6)，菅野ら2)，児玉の8)の結果に較ぺ成長が劣り餌料ii璽類，投餌鉦，投

餌方法および飼育方法について更に検討しなければならないと考える。

水温差にエろ成長はＡ，ＢおよびＣ区とも高温期での場合がよく，早期に大型の稚貝を得るため

には早期採苗飼育と併せて低温期での加温飼育も必要であると思われる６

生残率は飼育開始後４１日目までに著しく低くなり以後は減耗の勾配がゆるやかになっているこ

とから，減耗原因と考えられている水質変化，原生動物の発生，排泄物や残解による貝の衰弱およ

び底質の違團いにエる貝の不安定性などの防止によりこの時期までの生残率を高めることができれば

その後の減耗は少ないと考えられる。注允，長期間飼育できたのはＡ区のみであり菅野らＩＤ，児玉

7)8)力試みているエうに殻長１噸以上の大型稚貝を生産するための長期飼育には強い水の動きが必

要であると考えられ飼育水の流､bの程度，方法等について更に検討し裁ければならない。

要 約

チ富ウセンハマクリの底生稚貝を４種類の方法で飼育しつぎの結果を得た。

１．飼育水を強く流動した砂底飼育により殻長１獺以上の稚貝が得られた。

２．飼育初期では送気のみによる飼育の場合が強い水の動きにエろ飼育に較べ平均日間成長通:が

0.7～1.1匹よく成長した。

３～平均殻長が４５４浬（殻長範囲４８０～４９０ﾉﾋﾟ）以上では強い水の動きでの飼育の場合
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がよく成長し平均日間成長量の差は２．７９～2.8匹であった。

４．高温期での成長は低温期に較べ0.1～1.8脾よかった。

５．生残率は飼育開始後４１日目までに著しく低くたり０．７５～３９．０笏であったが以後の減耗

は少なかった。

６．砂底飼育の場合は貝の汚れはほとんど認められたかった。
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